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中111:ボ聞から近111:の初踊にかけて，寝殿匙.3院当主や主殿遣などの件:宅形式に次いで・茶室がある

が，これから起きて数脊似の意匠を形成じたことは.我凶作屈・文化の一つの指棋とみることができ

るn しかしその供拠と名綜については未だ明瞭でないものがめると思われる。

H常のさt:括行為と.その本重力の中に人生.をゲi観するために，作法を規定し，また環境を数えよラと

する{1-:}，1意識から，茶室をこしらえ.ますこそこから発想したと息われる数奇屈の様式は.茶の湯の本

抗を).~lる ことと相{突っ て 「主主術J の意味を把射しなりれ柑'. 了解出来ないものと考える。

これはその研究のー

数奇屋の呼称

「数奇」 とい う名税:に乞いて.中区古典試liの~ Imであること肱しばしば掠補されている。 また 「

政省hり の呼称、は我国の近Ilt初頭にめるとぶれている。

空白Ulf時代には 「数奇座敷」であって客間の訓で呼ばれていた。後に珠光の者では「歓寄道大意」で

「迅・Jであ1>. i奇Jは 「得」である。

u月らかに独立した 「数符hUと聞とを分りて考えるようになったの段.j I・戸時代初めに51Fかれた 「

組制i問書」や 「茶諮Jでめるとされているc i匠叩Jには 「茶之湯挫敷ヲ益支等以ト名付事ノ、方向1l執l

Jj示録公初ル也」とめって，明の宗易一利休ーでめるとした。

然るにこれがれ:戸時代中刷近くになると 「数寄I1U とか「数脊」 と云うす喋は意味が，他に彬って

しま って奈の湯では.特にそれを避りよう としていた‘

正しい意味からは.転川ぶれ持品を偏愛する趣味の悪さを嫌ったものであろうか.一本には 「致容

時lす事よIj時1候Jとめ1>.叉他本に「利休流に数脊と云事無 ν之Jと明瞭に打消したのは.11!:聞の慣

川俗Jliとなってはすでに本来の意味の礎失がめ1>. 利i本に対するH出をはばかったと了餅.すること
(2 ) 

i>H¥来る。

現代では.普泊の設と して茶棋を好き このむ手fを「数寄~・J といい. その茶室を 「数寄屋j と いう
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- 46.- 近世における規矩の度調 (第二報)

(3 ) 
ので「数脊J即好きの義であるとしている。しかし一方に「茶道要録」からi]1)1jした「史記李広伝」

中の「数脊」を出典としたb，叉 「寄」の字は「奇」即ち「偶」 の対話でめって，不足の義から「少
( 4) 

~にして足るを知るj のが本旨であることも伝えている。

前者は主1.:戸中期頃から俗認と化じたことを物語っておb，後者は引用当初の本旨に近いものがある

L思われる。

「数脊者Jの他と変った儀子な h特異とみられた勤きの人々，叉「数寄屋」として独立した茶室の

特殊な様態は，これに冠した呼称が，俗流の詰となh得るものをはらんでいるようでめる。かつて大

熊博士は意味のあいまいな「数寄屋Jの名称の紛らわしさを避りて，むしろ建築上の一つの形式から
(5) 

いえば， i茶式建築」と唱えるのが妥当であると述べられたことがある。

I 数奇の意味

「茶の湯Jの行為に対して「数寄を行う」とか， i数奇の上手Jまた 「名人」など書かれているが

これは技術的操作やそれの法則があるという含みの言葉でめると解釈できる。 この点から後に 「数奇

」を単に物事の好きこのみに関連し?と言葉だけに移してしま ったことはおかしいことである。

禅修行者は毎日の動静をば「清規」に規範をおいたが，それは禅定に入る場と日常の作法の統ーを

計ったもので， }iJi"言11風流禅といった「茶の湯Jではそのために規矩を定めている。 (後に利休は衣ft.li

に出すことを努めて避けた〕いづれにしても精神の統ーを必要とするために，六根の清浄を期して環

境の一切を整える手段として規姐，即ち「数奇」の法則をj歯周したものと考えるのでめる。

この「数奇」の法則については，古くから口伝であったために，今向幾多の茶書に色記まずくはなく，

現今なを釆だ明らかにはされていない。しかし前報で茶室と道具類との関係からその点について解明

したのであるが，更にこの浩型律 (proportionの関係による)の象徴が儒釈教的内容を包賊したもの

であることも牛IJってきずこ。

その比率形式は， 七 ・五 ・三或はjし・五・ーまたはそれの近似数の関係で表われるものであること

を指摘した。この奇数関係が如何にして規定されたかについては検討の裂がある。

俗に七五三といえば，昔から日本の}Jil習で神前に予仇の成長を祝う宗教行事tJ;残されておb，叉他
(6 ) 

に仏教では真言宗に七五三の称名の譜がある。 いまここではこの問題には触れない。

これらについては中国仏教 (儒釈道の統合思想であることは見逃せない〉によって生じた名数の関

係を却併することが必要であろラ。

しかしいま古代中国のrll!籍. i易経Jによって一応考慮の必要がある。 i易経Jによれば「象」と

「数」を もってあらゆる現象の桜木原型Hと併するのであって， 数ーから十までの基数を「脊」 と 「偶

」に分け， i陽」と「陰」がこれに属し，これを 「天」と「地」の五位数に置くのである。更に「生

j と「成Jの数を定めて， その配置結合関係から自然，人事の一切を支配し規定すべき ものと考え，

それらの数理の配列法のーっとして MagicSquareがある。 (このような数に関する考えつか，乃至

この腫の思想、は希臓の古代にも似ている。 〉中国では ilし官図」に表わされるのであるが， これは古
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代の土地区~J (井凶の法〉の}j法だとか，明堂建築の込:惨でゐるとぶれて.人ii;物を経営してゆくた

めの範培を規定したものでゐるとか伝えられている。更に設計伝による と「八卦図Jに変化して，時

間，宰聞の後天的要紫をも含む色のとなる。

「九宮図Jは正方形の九区分の中心に五を置き，いづれの直行位置からもその和を十五とするとき

中央僚の階がじ・五 ・三であ b，中央縦は九 ・五 ・ーの脊数に当る。

繁僻伝上に「参任以変， 鉛綜;l与数， 泊J主変， 滋l炎天地之文。紙比激，遂定天下之欽。非天.F之主

変，共以能与於此。 Jとある。

参は数の三と交参するの窓で，伍は設の五と列伍の1まとがあって.主ト交の変をよ茸〈のである。数の

三は万物の生成することを，五は分躍したものを合体5せて， 一系列に入れることを意味し，ーは絶

対をぷはすのであるが.こは相対を炎わし.ニ;は五との錯綜によって じ蛍となる。七は同通ににして

無碍でみるとされている。そして作)IJと活動そのものがイ涜無方で，未だ定形はなく認識し把捉され

ない志のだとされている。 (これが中国禅に影響しているものを沌意しなりればならない)叉九・五

は乾陥の中にめって而色陥にして陥{立を保ち.正中を得て隼位を示す志ので躍す1の数とされている。

このような泌越を)IJいて，各師の骨器物を制作する場合には，所JrJ~.bのf({をlIi:んじて，例えば7ff.\兵の
(7) 

制をつくる ときにはJ与の象を雄主|、に取b，鋤鍬はその欽を録公に取るというのである。

神の容には「宝1ft三味」の第じ節に，主n)止法の具体的変化J誌がめる。 これによれば，

「侃灘ホ交。偏jEluJl/:。長而為三。 変爪為五。京n主44味。虫n金剛杵Jとめる。

ー ・如J止法iJ~一切万有に分化する関係を具体的分訴的に述ぺられている。 -Æ離卦の変化が三とな b

五となることの引例でめる。

仏教では一切諸挫の分.Mのf1: 1;の一つに， r三科」をつく b，迷JY.生死の世界を三分Lて， r三界」
とする。 また枕世を示すものに「三"は也， 三慶地J がある o~~tこ定:.J...は等持といいー慣性と持5れる。

又「三禅」 は色JY.の第三禅天のことを指していて.定住1{:楽地と;y.づuて深妙の縛定から身心の快楽
を往す=る ものとして， 三j{..九地の中で楽を受りる ところの限外としては， 三界中の最大で第一のもの

としている。

五については「五肱五浮」即ち「五海居天Jがめb，色界の第凶停である。 色弐において最勝の
(8) 

処とされている。

七は「苔千万全Jとして 「七苦-1'96ト， 八王釈道分Jがめるが，分とは文分の義でゐって， 分は悶の主で

あるという。 三-じ誼1弘中の じ党支に名づりたものとぶれる。仏の也子足立・成就した厄述縛Mの辺，苔錠

樹下は即ち古提i立場でめるが，品.艇の本氏をその広ぷに象どって，それに文分の関係名数が付与せら

れたのでゐろう ことは後越の例示にみられる通 bでみる。

以上のこれらの名数は，印度や西域から伝えられた!瓜9~iJ'. 中国持の場合とか， 或は後に儒釈道の

混交のときにあたってその意味は中固化したことも考えられる。

以上にぶれた-r.tit じ ・ 五 ・ 三は.利休iJ~商坊に伝反したという切紙によれば， 折のI~J数を指した度

数でめって.区分の実際は偶数分割でめら。(前報参)ml滋奇Jとはこのような意味を内包した形態の

proportioDにめるのでめって.形集自体は奇数と偶数はおi伍して一体の持を成しているものでゐる。
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- 48ー 近世におげる規矩の展開(第二報)

E 実 体の例示

東求堂は持仏堂として同仁斎の小書院を内にして意医された，中世末期の重要な遺構であるが，こ

の小書院は俗には茶室の発祥の場と伝えられているので有名である。

この東山文化の遺構に 「数奇Jの法を認めるのであって，利休にいたるまでのー推診過程を示すも

のと考える。

今「東求堂Jの卒歯i計画を示せば第1図の通 bである。

A，仏殿の間，付A'仏壇，位稗重一一東求堂

B，小 書院一一同仁斎

C，長四 畳の間

D，水屋及三畳を含む一一旧六畳間

0，0'は須ヲr唖の跡

先づ持仏堂として重点を置かれるものはイム般の聞でゐる。はじめに阿弥陀三鯵を安置したといわれ

後に禅寺とされたが，この本館安置の須弥壇の位置は南面して，イム殿の間北側中央ー畳程の筒処であ
(9) 
った。次にはノj、書院と しての同仁斎であろラ。方丈の聞として意義を持つ室である。

方三間竿(徐付30尺〉 の持仏堂の内部設計については.この重要度に応じて 「結界Jとじての意味

を持たせた指図であったであろラe即ち第1図のような広さに該当するのでめる。 この広さについて

は上代仏寺に，また受ヲ存続の区割域にみられるように比例的には同ーの領域である。相似形とじてそ

の主要点は金〈等しいのでめって， これは仏教文化に関係ある営浩物の基-本的規矩であるこ とを指摘

して置き皮ぃ。

イ

第2図は規矩図であっτ錦1図と比較されたい。

第 1 図

。

~7-~ 
A 

第 1 図

A 

B 

O 

1 i I I I I I I I I I I I I 
.〆 I 7 I ョ

7 
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仏殿の聞の広さを正方形にとるのは，この第2図EFの六稜の一辺長で結成3れているのであ っ

て，結界設定の一要素であると考えられる。即ち前述の菩提道場の広さ七数の矩にめたる。

須弥重はこの堂字の中心位置でめる。ただここに長・方形(長一帖程)型が設置されていたというこ

とは，色界と無色界また色相と本質の関係からなr理解できることであるが.ここには詳論を省し
この両:fJ'eの布置に当って「数奇Jの法によって，前述の七・五 ・三の配列を考慮し法界としての一字

が構成される。そして宗教的な機能を満たすための配置を逢けることで，ここに非相称的間どbの卒

耐計画が成立するのでゐる。一区制単位を須弥壌のrtにと9，南凶i西方からはー ・七・三で，東的「市
02】

つむから七・五の組合せによって堂内は構成される。

以上の意匠の段階については.幾何学的形態の組合せの順序としては簡単な配列法ではあるが，こ

れをしも偶然の結果とは考え得ないのでゐる。

次いで・近世初期の色のとしては「茶の湯」で最も重要な器物の一つであるとした棚の構成を検討し

てみる。

紹鴎の袋棚は「茶道益蹄ー」に「紺鶴所持の棚は.ヤ リガンナの木地，i31i主の襖，大様モヘギ地古

金楓 IJ、縁余地官金楓南蛮サハリ7k指， 一一鴎の歌に，我名をば大烈障というなればふくろ棚にぞ

秘事をこめり !.>Jとある有名な棚物の一つでめる。

三共的展IJrJ図によって七・五 ・三の比をもつことをこれ色自楠iに指摘しておいたが.歌のように秘

事をこめた精巧な頗る凝った意匠でめる。 r数奇」本来の耐目を表現したものというべきであろう。
第2図をそのままの規姐として，東オミ堂の須都壇に相当する一区lnIJの寸法の1/10として割出せば，

これの「数脊」の比例がやlるのである。(自搬参Jrrl，寸法を省略じて意匠構成図にとどめており第

3図である。

第 2 図

abcd 

a' b' c' 

第 3 図

abcd 

a' b' c' 

第 3図の方形の一辺で長さ%でr~~j さ半分でrþの寸法を決定している。 即ち じ'五'三のカネ前でめる。

第4図は A.上jl，j B，側面j C， jE拍iを示す。
踊 3 図 • 4 図

A 
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一ω一 近j世における規矩の展開 (免・二綴)

E 設衡の伝習と数奇屋

中世は封建制度を樹立した武家社会に.今まで上居公家階級が独内していた学問・思想・宗教等が

流れ忍んで上代にみられたような公家責肢と→立庶民との聞の文化的隔絶は著しく緩和された。学問

・思想の方凶iでは中国の思想や趣味が普遍的なものとなった。これがQtl止を泊じて現代にいた るま

で， 社会に#~強くその慣習や物の考えず7を残したのである。 中 111:では特に仏教は新しい庶民的裂ぷに

即し?と室長減が支持をうりたが， それは主として浄土宗でめ 9.また中国的な製素を多分に含んでいる

禅宗であ った。 共に庶民の布教を主II~ と したのであ って.タJ女賞賊の差別jはなく弘通したのである。

特に衛宗では貧しくして宣伝美を排し， 一切平等であること，父l止俗の生活との絶縁，そして作法は厳

守されねばならないとした。奈良の附であって大徳寺に参節した珠光，後に叉利休色同様に禅を修め

たことから. r茶の湯Jを完成するまでにその点髄を機に負ラものでゐったことは明らかである。ま
た体験を通じ直観によって禅定に入ることは.不立文字を様修して師資相承を重んじたが.この影響

は「能楽Jや「茶の湯Jをもー夜、伝化したとも考えられている。 r致脊Jの法について色 「大事Jr秘
事Jr口伝Jr袋、伝Jの語を， 南坊践をはじめ他の茶却こ見H¥すことは，何人にも公開さるべきでな
いことを示している。

しかしこ うした仏教は， 庶民の生活JJの定実をもたらすようになった。そして上代貴族社会の人々

の宵宅や.或は貴族の被謹に依った寺l制の建築，工主に詫がれていた技術，また宗教的な意味を色っ

た形式までも，庶民11:J5の意匠に転f，~ した。例えば艇殿迭の路簿や:占院風の建物が武士の脳榊を~9

更に近世になれば自然観J!誌の点策的な意味からではあるが，逆に生活の最小形式でめる~じい茅屈を

も対祢にして. しかもその技術を利川じて権力者ーやp..陶述の趣味的家屋と変るのであった。その胤は

後に茶室，茶話再をはじめ「数奇J のタ~J.!.によって平常の rw.J を遺作し，遂に内容の放架から所;])'J舵

妙，しょ う しゃの風として現代の「数~Jill lliにまで変化してきたものと考えられるのである。

結

中世から近世にかりで 「数奇Jの呼称で創められた起宅や器具の様式は，仏教文化の色たらすとこ

ろのもので，新しい宗i反や宋学などによって中慌の学問・思想の庶民化とともにー先立に流れ問た所庄

でめった。

.l:代からの中心仏悦の詰越の規知はその供:本法民IJにおいて近IH:まで変らぬままに持続していること

の一例を見たのでめるが.それはまた仏教思想の匁徴的形式でめる。それに訪』ぶされて近|忙におりる

規姐の展開として以も特殊な発注をみせたものが「基~1.Tw.J でめろう 。

(本匠としての細部に亘る規距1rrは.;fi1'Q:の進歩と共に新しく発注を透けて来たのであるが，このこ
とについては，この治文の範囲外で・める。〉

(1)郷口姶己響 利休の来~P .33 i天1EJLiIミ (1581)の不IJ休の伝:!tlこ11:1ているのが恐らく最も早い茨れであろ

うかJI匠問:は慶長十三年，平内放の伝えるとこるのもの。

[数奇‘の「脊d と「寄Jの使い方11..いろいろで一定していないe利休は 「数若手産Jの例が多い。
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• 

イE E号

(2) n:等rrUl，-;長常内叉二*記など内
(3) 終遊笑覧.叉現代の同氏百科辞典など内

(4) 史記主罪広伝.一一以れ字以老lti.':'t母令独当単子内

怜~F子卜過胞に1:1 :~~才T奇人 h俊治総事n"<!二伎な下側也供

同 大熊喜邦望号 : 政若干E悲鳴

(6)天台山不断念仏発願茨自に ;;21和ヒ五=之唱Jとある。

a百・
・ヲ3・

(7) 際詐伝下，作給調l而為網目， ÞHJTl以話語。霊堂tJR~1i銭。 一一献木為m ， 採木1~采。 --ffn取:rr.;益。

(8) 仏教勝典P.642， P .541， P .1630 

(9) 山本栄否治文 : 可I(求盆復原悲 主主要史研究24，? 9 

(I~ 高田稿: 古代の奴短，i1t学殺傷28号

- 51ー

(11) 例えば燦然の八宗網~紗などをみれば 「六相， 六道， 六jffi ， 六位J ~六大U-f.主同遍m法J とか:一切諸法不

開六大 ! など各)~tこ'!i.る教義の句を考えることから，法相， 悶]ちそのも良徴形体をつかむことができる。

(12) 劉弘司Eの位i在の一区制jムは寸六数でその{古数の巾と良さをtJ;，ii・l))~数に比除すれば. その象徴性をみることが

できると為えるの

(I~ r，l1希iなのtJ"同択は方後の33掛川nと宇宙の木{A、である平等一如は融日11していることを詩形で撲している。

- 21ー
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